＜プロローグ＞

２００６年５月１４日、私は、仙台ハーフマラソンのスタートラインに立ちました。

今年は、男子はダニエル・ジェンガ、女子は、キャサリン・ヌレデバ、福士加代子といったトップクラスのランナーが招待されました。

このレースは、超一流選手と走れることや仙台の市街地を走れるといった魅力もあり、当地での市民ランナーにとって憧れの大会ですが、出場資格は、陸連登録者でかつレース開催１年以内にハーフの公認記録が男子で１時間３５分以内（女子は１時間４０分以内）と市民ランナーにはややハードルが高い大会です。

昨年６月から仙台に単身赴任となった私は、このレースを当地での最大目標としていました。出走資格を取るために右脚に違和感があるにもかかわらず、昨年１０月に松島ハーフマラソンに出場しました。松島を回避すると県内でのハーフの公認大会は仙台ハーフまで無かった（勘違いならゴメンナサイ）ため、本来なら出走回避するような状況でしたが、、必ず資格を取れると思っていましたので強行出場しました。案の定、７Ｋ過ぎで右大腿部裏に肉離れを起こしてしまいました。結果は、１時間２８分を切り出場資格を得ましたが、代償は大きく、心身ともにプッツンして、走る気力を失っていました（大会要項を入手した時に、昨年９月の一関国際ハーフマラソン１０Ｋの部で出場資格を得ていたことが判明しました。松島ハーフを回避してもよかったのです。）。

＜戻らない気力とタイム＞

このレースは、一昨年が３月、昨年が７月と開催時期が頻繁に変わっています。今年は、１０月開催の噂もありましたが、掲示板でのＨＡＮＺＡさんの書き込みで、５月１４日開催されることがわかりました。早速に要項を入手し、エントリーはしたものの、走る気力は全く戻ってきませんでした。３月の立川・昭島マラソン、翌週の荒川市民マラソンはともに惨敗でした。荒川市民マラソンの後、疲労を取ることに専念し、２週間ほどは週末のみ自宅から約３Ｋの１周１Ｋのタータントラックを利用し、キロ６分超ペースで１０Ｋを走っていました。本来なら遅いペースなのですが、荒川マラソンの後半にキロ８～９分で走っていたため、体にこのペースが染みつき、苦しくて仕方がありませんでした。横浜駅伝での２週間前の１５Ｋ走でも自分自身では相当頑張っているつもりでしたが、キロ５分ペースで走る事ができませんでした（もし、横浜駅伝当日が去年のような猛暑であれば、４０分を切る事ができないかもしれない）。横浜駅伝１週間前は１Ｋ×５本（ＪＯＧ２００Ｍ）のインターバルトレーニングを一人で行いました。ますます自信を失う心配がありましたが、５Ｋの走力を把握するために、敢えてチャレンジしました。平均タイムは３分５５秒でした（走力は去年よりはるかに落ちている。また、アンカーでブレーキを起こすのか）。

結局、横浜駅伝は、猛暑の昨年を約１分下回る結果に終わりました。去年思うように結果が残せず、レース後悔し泣きをした私が、その日は目に涙さえ浮かびませんでした。１週前のインターバルからはある程度予想されたタイムでした。２４時間リレーマラソンは横浜駅伝当日に申し込みましたが、このレースを一区切りにするつもりでした（もう、走る事に対してマイナス志向になっている。ランニングに関しては、強気を装ってきたけれど、もう体力・気力とも限界だ。仙台国際ハーフマラソン、翌週の川俣ロードレース（５Ｋ）、そして富士北麓でのシリアスをラストランにしよう。）。

＜花道に向けて＞

私は、ＧＷには、過去に無いほど走り込みを実施しました。１日に３０Ｋ以上走る事は、これまで月に３回が最高でしたが、何と１人で３０Ｋを走った日が４日ありました。５／１は、３時間１０分以上かかっていたのが、５／６には、２時間２１分を切るまでに戻っていました。しかし、レースに対しては全く自信がありませんでした。何しろ、３月のハーフで１時間３６分台を切れず、荒川マラソン以降はまともに練習できませんでした。わずか１週間の付け焼刃で、どこまで走れるのかは疑問でした（ハーフはこれがラストランだ。悔いの残らないようにしよう）。

ところが、私のラストランの予定は思わぬ展開を迎えました。富士北麓はファンランの方針が出たため、私は急遽、新たに２レースをエントリーし、６月１１日のいわせグリーンロードレース（１０Ｋ）を事実上のラストランにすることとしました。

連休明けは忙しくて朝に２日３Ｋを走る程度で、前日の午後も出勤する状況でしたが、脚部の疲労は抜け、体調も上向きになってきました。

＜いざ、夢舞台へ＞

レース当日は、５時半に起き、７時に家を出発しました。江陽グランドホテルからの送迎バスに乗り、８時過ぎに会場入りしました。数日前の天気予報とは違い、風はやや強かったものの好天に恵まれていました（これは後半相当苦しめられそうだが、コンディションは悪くない。）。

トップランナーを見ていたせいか、いつになく緊張し、出場するランナーが非常に強く感じました（実際に私より強い選手が多かったのですが）。

ウォームアップでも、周りのランナーにつられて、いつもより速いペースで走っていました（体の切れはまずまずだ）。

１０時に女子がスタートし、５分後が男子のスタートです。女子２がトラックを２周した後、スタート地点に向かいました。私は、真ん中位にいたので、ほぼ並び終えていましたが、後ろのランナーは並び終わらないうちに号砲が鳴らされたようでした。

スタートラインまでのロスタイムは４秒でした。今までにない強いランナーと走るため、１Ｋは抑え気味にはいりました。最初の１Ｋは３分５３秒で通過しました（少し抑え過ぎた。もう少しピッチをあげよう）。次の１Ｋは３分４４秒、その次の１Ｋは３分４２秒でした。しかし、次の１Ｋは３分５５秒、その次は３分５６秒かかり、結局最初の５Ｋは１９分１０秒で通過しました。そして次からは１Ｋ４分を切れなくなってきました。次の１Ｋは、４分２秒、その次は４分２０秒かかりました。（早くも集中力が切れてきた）。

ただ、沿道での大声援が励みになり、追い風にも乗って４分１０秒、４分３秒、３分４８秒と少しずつペースを上げ、１０Ｋは３９分３３秒で通過しました（後半の向い風はきつそうだが、この先粘れば、１時間２４分は切れる）。

しかし、１２Ｋ過ぎに右大腿部に鈍痛が起こりました。しかもこの先は向い風でした。痛みに耐え、粘りましたが、１５Ｋの通過は１時間２６秒かかっていました。ラスト５Ｋ地点は１時間５分２２秒、ラスト４Ｋは１時間９分１９秒でした（まだ、１時間２４分台は狙える。あと４Ｋ何とか踏ん張ろう）。そう思った矢先に再びアクシデントが起こりました。

私は、橋の継ぎ目に右足を引っ掛けてしまったのです。あっという間にペースダウンし、次の１Ｋは４分３０秒かかりました。さらに、向い風で体が冷え、両足のふくらはぎが痙攣し、ラスト３Ｋからは、キロ５分さえ切ることさえできず、２０Ｋ以降で２０人に抜かれ、１時間２９分４秒でゴールインしました。

＜このままでは終われない＞

去年６月に転勤になった時から、目標にしていたレースは残念な結果に終わりました。

ただ、ゴールイン後、スタッフの方にタオルをかけてもらった時、沿道の大声援や選手へのサポート体制の素晴らしさに感動しました。幸いにも、右大腿部の痛みは股ずれでした。そして、来年またこのレースに戻ってこようかなという気持ちになりました。

お別れパーティーで一流選手のインタビューを生で聞けたことやアトラクション等、数多く大会に出場した私でもいままでにない感動を味わえました。

結果は、散々でしたが、多くの人から、「仙台ハーフは出場すること自体が大変なことだ。」と励まされました。今回出場権を取れなかった人は、また来年１月までに公認コースで出走資格を取りにいかなければ、いけません。

しかし、私には来年の出走権があります。一からやり直そうという気持ちが戻ってきました。

＜復活に向けて＞

そして、仙台ハーフの翌日に富士北麓のシリアスチーム結成のメールが届いていました。ファンランでもいいかと思っていた私に闘争心が戻り、引退は先送りにする決意をしました（また、気迫を伝えながら走ろう。）。

当初の予定通り５月２１日、川俣ロードレースで１年６ヶ月ぶりに５Ｋに出場しました。入会したころは、５Ｋ以外は走らないといっていましたが、このところ、ハーフ中心でレースに出場していたため、スタートして１Ｋは全くペースに乗れず、珍しく後半追い上げる形になりました。前半リズムに乗れなかったことが幸いしたのか、ラスト１Ｋは３分３７秒で上がりました。５Ｋのラスト１Ｋで順位をあげたのは、実に１０年ぶりでした。

タイムは１８分４１秒で４０代の部で６位とは１７秒差の９位でした（相変わらず、あと一押しが足りない）。

ただ、こんな状態でも入賞ラインに近い位置でゴールできました。昨年の状態にはほど遠い状況ですが、どん底は脱して徐々に体調回復の兆しは見えてきました。昨年の５～６月は引越し準備でほとんど練習できませんでした。今年は、去年よりスピード練習を含め、十分にトレーニングはできそうです。

今は、やる気と時間と金さえあれば、ほとんどのレースに出る事ができます。練習時間は十分とれるものの実力やチーム方針でレースへの出場が大きく左右された高校・大学時代に比べるとある意味恵まれた環境にあると思います。安易に引退は考えず、ランニングは当面続けていきたいと思っています。

以上

